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事前にいただいた問題意識等①
●商慣行の見直し
トラック運送事業者の皆さんから
・業界全体が内容を周知し遵守することを前提としなければ守れない。
・荷主の物流に対する意識改革が必要、現場とのギャップがかなりある。
・荷待ち時間の削減と場内での滞在時間の分析が必要
・第三四半期頃から急速な行政機関の実態の伴う行動とその活動報告がマスコミなども通じて見え始めた。
実態把握をしっかりとしながら粛々と進めることが必要。荷主の中には抜け道を模索しているものもいる。
元請トラック運送事業者の皆さんから
・基本はこうですよと気長な説明が必要。普通は誰も守りたい、元気に働きたい
・乗務員自身の考え方(社会人としての常識を持ち合わせる)の変革
・着荷主は運送事業者との直接契約がない。発荷主が責任を持って着荷主に働きかけることが最も重要。
・商慣行の見直しは一方的な運送事業者からの押し付けだけでは難しい面もあると思う。日本独自、業界
独自のルールが必要と考える。しかし基本になるルールを物流効率化の法案の中ではっきりさせることが重
要であり、それとの相違点を明らかにして運送契約を締結するようにしたい。
・旅客にはできて、貨物ではできない理由が分からない。
発荷主事業者の皆さんから
・運賃アップに見合う製品価格。企業における物流部以外の理解。
・着荷主の理解 発注時間が変わらないと川下にも大きく影響する。
・荷主、物流業者共に課題点を共有し相互理解が必要
・パレット輸送化、受注締め時間変更、納品条件緩和（指定時間、棚入れ、２階上げ廃止など）、ドライ
バーの時間管理、荷待ち荷下ろし時間の低減
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事前にいただいた問題意識等②
●商慣行の見直し（続き）
発荷主事業者の皆さんから(続き)
・荷待ち、附帯作業の廃止。着荷主側に規制を掛ける必要もあるのでは。
・着荷主側の発注タイミング（同日での細かい発注の抑止、纏め出荷）、指定納期の緩和。
・荷下ろししてもらうのが当然という顧客が依然として多く営業サイドもなぜできないんだという声が多い。顧客
からのクレームという扱い。納品先からも以前はやってもらっていた、〇〇運送はやってくれるという意見が多く
中々理解が得られない。
・負担は少ないが稼げないでも問題になるのでは。
・青果物関連の荷下ろし条件は付帯条件が多く荷受け側の改善協力が必要。青果物の荷下ろしの商慣
行（戸別配送）の見直し。・荷下ろし場所が傾斜地や荷下ろし方法が脚立を使っての作業等の改善。
・小規模事業者の着荷主の理解および資金的余裕がないと進まない。荷受け場所拡張費用の助成など。
着荷主事業者の皆さんから
・ばら積みの習慣は、配送企業が積載率を高めたいためやめようとしない場合もある。それは依頼元（着荷
主）に関係ないので、そこを依頼元が悪いように言われないようにしてほしい。
・ドライバーによる積み込み、荷下ろしは関東では厳密に契約に含まれているが関西は曖昧な気がする。
その他の皆さんから
・小規模事業者が多いのでM&Ａなども積極的に推進するべき。県議会の物流問題特別委員会でそういっ
た意見も出た（地方自治体）。
・着荷主に対する物流問題改善に向けての商慣習改善へのアクションはどのようなことが行われているか。ま
た着荷主の認識がどの程度変わってきているのか（公益法人）。
・二人乗務に消極的な実運送事業者の意識改革の促進。一人乗務に比べて特急運送が可能。1台あた
り2人×２班体制の稼働ができるのでは(行政書士)？
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事前にいただいた問題意識等③
●改正物流法について
元請トラック運送事業者の皆さんから
・特定倉庫業者への規制内容・影響
発荷主事業者の皆さんから
・特定荷主に対する具体的な規制措置の内容、物流統括管理者のあるべき姿をもう少し詰めて具現化し
ていただきたい。
・それぞれの年度における施行内容
・特に特定荷主に求められる、物流統括責任者（CLO）の選任、中長期計画の提出、定期報告の実施
といった点について。
・物流2法改正による発荷主の対応

●ドライバーの労働環境改善
発荷主事業者の皆さんから
・トラックドライバーの労働環境を改善、物流の最適化、これらを総合的に実施し、荷主として運送会社を守
る意識を持つ事。
着荷主事業者の皆さんから
・ドライバーの待遇を良くする事で成り手を確保する必要がある。
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事前にいただいた問題意識等④
●運賃改定・製品価格転嫁
トラック運送事業者の皆さんから
・適正運賃を収受しドライバーに適正給与を支給し，しっかりとした乗務員教育を行う事が必要
元請トラック運送事業者の皆さんから
・最上流の真の荷主のコスト負担を伴った理解が必要
発荷主事業者の皆さんから
・運賃アップに見合う製品価格
・使用している運送会社の運賃の妥当性。運送会社の適正な価格はどれ程なのか気になる。
・時代に即した標準的運賃はあるのか。
・運賃については運送会社からの値上げ要請は色々と来ているが、上げ幅の根拠がもう少し明確にならない
と経営陣への説明に苦慮する。「標準的な運賃」をそのまま提示してくる業者もいるが、実際にその金額で
OKを出せる荷主は大手の一部に限ると思う。
その他の皆さんから
・たくさんの問題が絡み合っていると認識しているが、いま一番必要なのは運賃のアップ（公益法人）。
・・季節割増し運賃の新設。いまだとブラックフライデー、ボーナス、お歳暮、クリスマス、年末年始商戦と納期
厳守が立て込むので、繁忙期割増しを標準運賃に新たに加えてほしい（行政書士） 。
・また特車割増しも８ナンバーで括るなど範囲の拡大（行政書士） 。
・Gマーク等認証事業者に手当的な恩典を与えてほしい。あるいは、一定の取扱量ごとに認証事業者の利
用義務付けなどでも構いません（行政書士） 。



（参考） Ｇマ－ク制度(安全性優良事業所認定制度)について

全国貨物自動車適正化事業実施
機関（(公社)全日本トラック協会
）に安全性を評価・認定された事
業所。
評価制度は2003年度に発足。最
新の認定事業所数は29,044 （
令和５年12月15日現在）になり
ます。
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事前にいただいた問題意識等⑤
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●物流効率化（モーダルシフト）
元請トラック運送事業者の皆さんから
・物流のDX化をして、物流情報（荷量、引き取り、納入情報のデジタル化＋早期開示化）を見える化し
て、物流効率向上（積載効率向上）できるプラットそフォームが必要だと思います。
発荷主事業者の皆さんから
・鉄道・船舶輸送の活用。
・CO2削減の側面でも検討したいが、コンテナ1つの貸し切りというところがコスト的に難しい。
●物流効率化（標準化）
発荷主事業者の皆さんから
・パレット輸送化。
・流出パレット費用の補助金化。
・ドライバー拘束時間の短縮⇒パレット一貫輸送。
・共通のプラットフォーム、業界、業種ごとのルールの統一化。

●トラックＧメンについて
トラック運送事業者の皆さんから
・エリア担当のトラックGメンの方への連絡方法が知りたい。
発荷主事業者の皆さんから
・Gメンの具体的な活動は知りたい。どうやることで先様の意識を変えられるか参考にしたい。
・事例は国土交通省でみたが全国的にどんな動きがあるのか、罰則ももっと厳しくしたほうが良いと思うのだが
どのような対応なのか。



令和３年６月１７日（木）第１回官民物流標準化懇談会資料より
98

主なパレット規格と課題
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事前にいただいた問題意識等⑥
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●物流効率化（その他）
元請トラック運送事業者の皆さんから
・日報から拾った正しい点呼に運転手が行った点呼を一つづつ手書きで合しており、手間がかかるので、デジ
タルだし、ボタン１つで合否が出るか。点呼は1つ目は本社で行う点呼、２つ目は携帯アルコールチェックを
運転手に持たせている点呼、３つ目は漏れを防ぐため全てを手書きの点呼用紙。今はこの３つを正しい点
呼か一つづつ合してチェックしている。
発荷主事業者の皆さんから
・車の自動運転技術の進歩。
・荷役作業、荷待時間、納品リードタイム、輸配送の合理化による運賃・費用の低減⇒大量輸送、共同化、
省人化。
その他の皆さんから
・荷主、元請け事業者に、荷主の下に出入りする実運送事業者で共同配送を促す策が必要(行政書士)

●物流効率化（物流ＤＸ）
元請トラック運送事業者の皆さんから
・物流のDX化をして、物流情報（荷量、引き取り、納入情報のデジタル化＋早期開示化）を見える化し
て、物流効率向上（積載効率向上）できるプラットそフォームが必要だと思います。
発荷主事業者の皆さんから
・物流ＤＸを推進する企業への国、行政からの後押し（補助金・投資額の法人税控除等）。
・業務のＤＸ化が注目を浴びていますが、運送業務におけるＤＸ化事例があれば教えて下さい。
・対応できない運送会社もおり、どの程度を目安として取組めばよいのか。


